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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塗膜剤により少なくとも部分的に湿るように又は塗膜剤が少なくとも部分的に流れるよ
うに適合されている塗膜システム装置であって、
　前記塗膜システム装置を塗膜システム部品と取り外し可能に接続するための少なくとも
１つのネジである保持手段を備え、
　該ネジは、
　第１のネジ側面内角（α１）を有する第１のネジ側面部（６１ａ）、
　第２のネジ側面内角（α２）を有する第２のネジ側面部（６１ｂ）、及び、
　前記保持手段ネジのネジ段部に突出するロック用の輪郭（ＳＰ）を有することを特徴と
する塗膜システム装置。
【請求項２】
　前記保持手段ネジはピッチとネジ歯深さ（ｈ２）を有するネジ歯（６１）とを含み、
　前記ネジ歯深さ（ｈ２）対前記ピッチの比率は、
ａ）０．３より大きく、及び、
ｂ）１．０より小さい、
　請求項１に記載の塗膜システム装置。
【請求項３】
ａ）前記保持手段ネジは少なくとも１つのネジ歯（６１）を含み、及び、
ｂ）前記ネジ歯（６１）の少なくとも基底部は実質的に不等辺三角形の形状であり、又は
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、
ｃ）前記ネジ歯（６１）の少なくとも基底部は実質的に不等辺台形の形状である、
　請求項１又は２に記載の塗膜システム装置。
【請求項４】
ａ）前記ロック用の輪郭（ＳＰ）は、対応する塗膜システム部品の削減されたネジ側面部
（２１ｃ）に突出するよう設けられており、
ｂ）前記ロック用の輪郭（ＳＰ）は、ネジ谷底部及び／又は汚れ受け口（ＳＡ）と前記第
２のネジ側面部（６１ｂ）との間に配置され、前記第２のネジ側面部（６１ｂ）から分岐
し、前記ネジ谷底部及び／又は前記汚れ受け口（ＳＡ）に延びている、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項５】
ａ）前記第１のネジ側面内角（α１）は前記第２のネジ側面内角（α２）よりも小さく、
ｂ）前記第１のネジ側面内角（α１）は、１７．５°よりも大きく、
ｃ）前記第１のネジ側面内角（α１）は、３２．５°より小さく、
ｄ）前記第２のネジ側面内角（α２）は、２７．５°より大きく、及び、
ｅ）前記第２のネジ側面内角（α２）は、４２．５°より小さい、
　請求項１から４のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項６】
　前記保持手段ネジのピッチは、
ａ）０．５ｍｍより大きく、及び、
ｂ）４．０ｍｍより小さい、
　請求項１から５のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項７】
　前記保持手段ネジは、ネジ歯深さ（ｈ２）を有するネジ歯（６１）を含んでおり、
　該ネジ歯深さ（ｈ２）は、
ａ）０．２ｍｍより大きく、及び、
ｂ）１．６ｍｍより小さい、
　請求項１から６のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項８】
　前記保持手段ネジは、
ａ）雌ネジであり、且つ、ネジ外部半径（ｒ２）を有しており、
　該ネジ外部半径（ｒ２）は、
ｂ）４．０ｍｍより大きく、及び、
ｃ）２２．５ｍｍよりも小さい、
　請求項１から７のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項９】
ａ）前記保持手段ネジは、一条ネジであり、又は、
ｂ）前記保持手段ネジは、多条ネジである、
　請求項１から８のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項１０】
ａ）前記保持手段ネジ（６１）は、少なくとも１つの丸められたネジ谷底部を含み、及び
、
ｂ）前記ネジ谷底部は、少なくとも１つの汚れ受け口（ＳＡ）を含み、
ｃ）このとき、前記ネジ谷底部又は前記汚れ受け口（ＳＡ）及びネジ歯山頂部は、丸めら
れており、且つ、丸め半径は、
　ｃ１）０．０７５ｍｍより大きく、及び、
　ｃ２）０．３ｍｍより小さい、
　請求項１から９のいずれか１項に記載の塗膜システム装置。
【請求項１１】
ａ）請求項１から１０のいずれか１項に記載の塗膜システム装置の使用であって、



(3) JP 5764551 B2 2015.8.19

10

20

30

40

50

ｂ）このとき、前記塗膜システム装置は、
　ｂ１）車体、
　ｂ２）車体の取り付け部品、
　ｂ３）船舶又は船舶部品、
　ｂ４）飛行機部品、
　ｂ５）列車部品、
　のうち少なくとも１つの塗膜のために用いられる、使用。
【請求項１２】
　塗膜システム部品及び請求項１から１０のいずれか１項に記載の塗膜システム装置を備
える配置体であって、
　前記塗膜システム部品は、
　塗膜剤により少なくとも部分的に湿るように又は塗膜剤が少なくとも部分的に流れるよ
うに適合されており、
　前記塗膜システム部品を前記塗膜システム装置と取り外し可能に接続するための少なく
とも１つのネジである保持部材を備え、
　該ネジは、
　第１のネジ側面内角（α１）を有する第１のネジ側面部（２１ａ）、
　第２のネジ側面内角（α２）を有する第２のネジ側面部（２１ｂ）、及び、
　前記第２のネジ側面部（２１ｂ）から分岐してネジ歯山頂部に延びており、且つ、前記
塗膜システム装置上のロック用の輪郭（ＳＰ）のための空間を作る削減されたネジ側面部
（２１ｃ）を有し、
　前記第１のネジ側面内角（α１）は前記第２のネジ側面内角（α２）よりも小さく、
　前記第１のネジ側面部（２１ａ）は、固定中、前記塗膜システム装置のネジと接触する
ための軸受表面を形成し、且つ、
　前記第２のネジ側面部（２１ｂ）は、解放中、前記塗膜システム装置のネジと接触する
ための軸受表面を形成することを特徴とする配置体。
【請求項１３】
　前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジはピッチ及びネジ歯深さ（ｈ１）を有するネ
ジ歯（２１）を含み、
　前記ネジ歯深さ（ｈ１）対前記ピッチの比率は、
ａ）０．３より大きく、及び、
ｂ）１．０より小さい、
　請求項１２に記載の配置体。
【請求項１４】
ａ）前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジは少なくとも１つのネジ歯（２１）を含み
、及び、
ｂ）前記塗膜システム部品の前記ネジ歯（２１）の少なくとも基底部は実質的に不等辺三
角形の形状であり、又は、
ｃ）前記塗膜システム部品の前記ネジ歯（２１）の少なくとも基底部は実質的に不等辺台
形の形状である、
　請求項１２又は１３に記載の配置体。
【請求項１５】
ａ）前記塗膜システム部品の前記削減されたネジ側面部（２１ｃ）は、側面が削減され、
面取りされ、且つ、前記ネジ歯山頂部と前記第２のネジ側面部（２１ｂ）との間に配置さ
れており、及び／又は、
ｂ）前記塗膜システム部品の前記削減されたネジ側面部（２１ｃ）は、４７．５°より大
きい第３のネジ側面内角（α３）を備える、
　請求項１２から１４のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項１６】
ａ）前記塗膜システム部品の前記第１のネジ側面内角（α１）は、１７．５°よりも大き
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く、
ｂ）前記塗膜システム部品の前記第１のネジ側面内角（α１）は、３２．５°より小さく
、
ｃ）前記塗膜システム部品の前記第２のネジ側面内角（α２）及び前記第３のネジ側面内
角（α３）は、２７．５°より大きく、及び、
ｄ）前記塗膜システム部品の前記第２のネジ側面内角（α２）は、４２．５°より小さい
、
　請求項１２から１５のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項１７】
ａ）前記塗膜システム部品の前記第１のネジ側面部（２１ａ）は固定中前記塗膜システム
装置のネジと接触するための軸受表面を形成し、且つ、前記第２のネジ側面部（２１ｂ）
は解放中前記塗膜システム装置のネジと接触するための軸受表面を形成し、
　このとき、前記固定表面対前記解放表面との表面積比率、又は、ｂ）前記塗膜システム
部品の前記第１のネジ側面部（２１ａ）対前記第２のネジ側面部（２１ｂ）との表面積比
率は、
ｃ）０．５より大きく、及び、
ｄ）６．０より小さい、
　請求項１２から１６のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項１８】
　前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジのピッチは、
ａ）０．５ｍｍより大きく、及び、
ｂ）４．０ｍｍより小さい、
　請求項１２から１７のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項１９】
　前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジは、ネジ歯深さ（ｈ１）を有するネジ歯（２
１）を含んでおり、
　該ネジ歯深さ（ｈ１）は、
ａ）０．２ｍｍより大きく、及び、
ｂ）１．６ｍｍより小さい、
　請求項１２から１８のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項２０】
　前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジは、
ａ）雄ネジであり、且つ、ネジ外部半径（ｒ１）を有しており、
　該ネジ外部半径（ｒ１）は、
ｂ）４．０ｍｍより大きく、及び、
ｃ）２２．５ｍｍよりも小さい、
　請求項１２から１９のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項２１】
ａ）前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジは、一条ネジであり、又は、
ｂ）前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジは、多条ネジである、
　請求項１２から２０のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項２２】
ａ）前記塗膜システム部品の前記保持部材ネジは、少なくとも１つの丸められたネジ谷底
部を含み、及び、
ｂ）ネジ歯（２１）は丸められたネジ歯山頂部を有している、
　請求項１２から２１のいずれか１項に記載の配置体。
【請求項２３】
　一方のネジのネジ歯と他方のネジのネジ谷底部との間に、これらのネジが共にねじ込ま
れるときに、汚れ受け口が画定される、請求項１２から２２のいずれか１項に記載の配置
体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、保持部材を有する塗膜システム部品に関し、特に、保持部材に相互に取り外
し可能に取り付けられている保持手段を有する塗装システム部品に関する。本塗膜システ
ム部品は、例えば、弁、ベルカップ、色切替器、回転式噴霧器、あるいは、塗膜システム
に用いられるその他の部材であり得る。
【背景技術】
【０００２】
　近年の塗膜システムでは、特に、例えば、自動車の車体部材などの塗膜のための、塗装
システムでは、相互に取り付け可能である規格品の従来のネジを備える塗膜剤装置（例え
ば、ニードル弁、ベルカップ、噴霧器など）が用いられる。規格品の従来のネジは、さま
ざまな目的に適しているものの、塗膜／塗装システムに用いられる場合は、塗膜／塗装シ
ステムの特定の拘束条件に大部分由来する数々の欠点を示す。
【０００３】
　例えば、塗膜システムでのホースの破裂やスプレーの飛沫により、塗膜剤（例えば、塗
料、単成分塗料、２成分又は多成分塗料など）、又は、塗膜システムで用いられるその他
の一般的な薬剤（例えば、洗浄剤、リンス剤、溶剤など）が、塗膜剤装置のネジを汚染し
影響を与え、特に、影響を受けた塗膜剤装置の意図せぬ固定（ねじづまり）が招かれかね
ない。また、塗膜システムの通常の操業中に、塗装システム中に見られる全てのネジを、
塗膜剤又はその他のネジに影響を与える薬剤から完全に隔離することは不可能である。塗
膜剤装置間の連結点が、例えば、塗料など（特に、２成分塗料が危険である）により汚染
される限り、塗膜剤装置を相互に非破壊的に取り外すことができない虞がある。このため
、効率的な維持管理及び洗浄が容易な連結ができない。
【０００４】
　さらに、塗膜剤装置を、約８０００－８００００ｒｐｍという従来の塗膜システムの速
度で用いる場合、例えば、タービンで回転されるベルカップなどが、意図せず解き放たれ
る虞がある。８０００－８００００ｒｐｍの速度で解き放たれた部材は、塗膜システムや
塗膜対象の部品に大規模な損傷を与える可能性がある。例えば、ロボットやタービンなど
が、急加速又は急ブレーキされる場合に、解放の危険がある。
【０００５】
　さらに、通常の塗膜剤装置の組み立て及び分解は、差込可能なネジ接続を形成するため
に幾度か回転してネジ留めする必要があるため、比較的大変である。例えば、ベルカップ
の場合、一般的に、ベルカップのシャフトを中心に少なくとも５回転する必要がある。同
様に、弁の場合、一般的に、３から６回転してネジ留めされる。一方、洗浄のため又は摩
耗による換装のために、塗膜剤装置の組み立て及び分解は必須である。特定の塗膜剤装置
、特に、ベルカップネジなどの、汚染は、例えば、軸受ユニットの機械的負荷に関連する
機械的不安定性を招く可能性があり、極端な場合、軸受ユニットの機能停止を招く可能性
がある。
【０００６】
　さらに、従来の塗膜剤装置は、挿入／整列補助具を有していないため、取り付けが難し
く、さらに、塗膜剤装置の組立に必要な時間が増していた。
【０００７】
　また、塗膜剤装置、例えば、静電式噴霧器の場合、高いピーク電圧の危険があった。
【０００８】
　特許文献１は、従来のネジ接続を有する弁の例を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１１５７７４７号明細書
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記の説明に鑑み、当業者にとっては、本願の記載に基づき、上記の問題点又は欠点を
解決し又は克服する必要性があったことは明白であろう。本発明は、先行技術のこうした
必要性、及び、本願の記載に基づき当業者にとって自明な必要性に関する。
【００１１】
　本発明は、しかし、上記の先行技術の問題点又は欠点の全てを解決するような実施形態
に限定されない。本発明は、また、下記の実施形態の広い保護範囲を請求するものである
。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の点から生じる目的は、独立請求項の特徴により大部分達成される。
【００１３】
　本発明は、好ましくは、塗膜システム部品の実装ソケットに配置される少なくとも１つ
の保持部材を有する塗膜システム部品を提供するための一般的な技術的教示に関する。さ
らに、本発明は、好ましくは、別の塗膜システム部品の実装ソケット受け口上に又は内に
配置される少なくとも１つの保持手段を有する別の塗膜システム部品を提供するための一
般的な技術的教示に関する。塗膜システム部品間の、特に、保持部材と保持手段との間の
、実装又は接続は、塗膜／塗装システムの機能及び動作の改善を保証するよう設けられて
いる。
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態では、塗膜システム部品は、別の塗膜システム部品に取り付
け可能に接続するための保持部材を設けられている。
【００１５】
　塗膜システム部品を相互に識別するために、一方の塗膜システム部品を『塗膜システム
部品』、他方の塗膜システム部品を『塗膜システム装置』と表すことにする。
【００１６】
　保持部材は、好ましくは、特別な構成を有するネジであるが、その他の保持構造であっ
てもよい。以降、相互に区別するために、塗膜システム部品に配置されたネジは、保持部
材ネジと表し、塗膜システム装置に配置されたネジは、保持手段ネジと表すこととする。
これらのネジは、共にネジ留め可能である雄ネジ及び雌ネジに関連するものであってもよ
い。
【００１７】
　保持部材ネジの構成は、好ましくは、雄ネジを意図しているが、雌ネジとして設けられ
てもよい。
【００１８】
　実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジは、特に、実装ソケット受け口、
保持手段、及び／又は、保持手段ネジと、機能的に適切なやり方で、特に、差込可能な及
び／又はねじれ止め可能な（『ナット式』の）固定を実現するため、互いに嵌合するよう
に設けられている。
【００１９】
　塗膜システム部品は、特に、非規格品の保持部材の使用、好ましくは、非規格品のネジ
、特に、非ＩＳＯ規格のネジの使用を特徴とする。塗膜システム部品は、さらに、もとも
とは規格品であった保持部材の使用、好ましくは、規格品であったネジ、特に、元の形状
とは異なるよう機械加工されたＩＳＯ規格のネジの使用を特に特徴とする。
【００２０】
　有利なことに、塗膜システム部品は、塗膜システムの異なる要求を満たすことができる
ような保持部材及び／又は保持部材ネジを用いて作られる。特に、ネジの破損に対する保
護を高め、許容可能な締め付けトルクを増加させることに繋がるような、大きなせん断面
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を実現することができる。ネジの高い（初）荷重を実現することで、意図せぬ解放に対す
る保護を高めることができることが、特に有利な点である。しかし、本発明に係る（雄）
ネジのネジ歯及び／又はネジ側面の軸受表面は、可能な付着面の減少及びそれによる結合
されたネジの分離トルクの減少に繋がるように、意図的に縮小しもよい。さらに、ネジ歯
のネジ側面の内角は、解放及び／又は固定中の突発的な力の減少及びそれによる塗膜シス
テム部品及び／又は塗膜システム装置の負荷の軽減に繋がるように、小さくしてもよい。
これは、特に、塗膜システム装置、又は、その実装ソケット受け口、又は、（雌）ネジが
プラスチック製である場合、実装ソケット受け口（例えば、ナットネジ）の耐用年数が増
加するため、さらに有利である。このようにして、損傷及び／又は過負荷に対する感受性
の減少を実現することが可能となる。さらに、組み立てのための労力は、例えば、ネジ留
めのために必要な回転数の減少などにより、減らすことができる。
【００２１】
　保持部材ネジは、１つのピッチと、ネジ歯深さ対ピッチの比率が約０．３、０．５、０
．７、０．９、１．１、１．３、又は、１．５より大きく、及び／又は、約１．６、１．
４、１．２、１．０、０．８、０．６、又は、０．４より小さくなるようなネジ歯深さを
有する少なくとも１つのネジ歯とを備えることが可能である。例えば、ネジ歯深さは２ｍ
ｍ、ピッチは３ｍｍであってもよく、このとき、比率は０．６６となる。
【００２２】
　また、ネジ歯はネジ側面とも表される。意図した場合は、ネジの螺旋状に走る突出した
部分をネジ歯と表し、ネジの螺旋状に走る部分をネジ段部又はネジ溝と表す。
【００２３】
　例えば、弁連結部の場合、ネジ歯深さ対ピッチの比率は、０．５±０．３又は１．１２
５±０．５が好ましく、ベルカップ連結部の場合、ネジ歯深さ対ピッチの比率は、１．０
±０．５が好ましい。
【００２４】
　ネジ歯深さは、ネジ歯のネジ歯山頂部とそれに対応する（隣接する）ネジ谷底部との間
の距離であり、より正確には、ネジ歯山頂部の先端とネジ谷底部の先端との間の（半径方
向の、及び／又は、雄ネジ及び／又は実装ソケットの中心軸に対して垂直方向の）距離で
ある。
【００２５】
　保持部材ネジは、軸方向に非対称な少なくとも１つのネジ歯、好ましくは、雄ネジ及び
／又は実装ソケットの中心軸からネジ歯のネジ歯山頂部（及び／又はその先端）に対して
垂直に延びる基準直線に対して軸方向に非対称な少なくとも１つのネジ歯を備えることが
可能である。
【００２６】
　ネジ歯又は少なくともネジ歯の基底部は、例えば、実質的に、非二等辺三角形又は非二
等辺台形の形状に設計することができ、このとき、該形状は、丸められたネジ谷底部又は
ネジ歯山頂部を備えても又は備えなくてもよい。また、ネジ谷底部及び／又はネジ歯山頂
部は、平坦化されていても、又は、面取りされていてもよい。
【００２７】
　しかし、好ましくは、保持部材ネジは、丸められたネジ歯山頂部を有する少なくとも１
つのネジ歯を有する。さらに、ネジ歯は、第１のネジ側面内角を有する第１のネジ側面部
、第２のネジ側面内角を有する第２のネジ側面部、及び／又は、第３の、好ましくは削減
された（例えば、段を設けられたり、面取りされたり、湾曲したり、又は、ネジ歯山頂部
に対して分岐されたり、又は、その他の方法で削減された）、ネジ側面部を備えてもよい
。
【００２８】
　第３のネジ側面部は、以下、削減されたネジ側面部と呼ぶ。該第３のネジ側面部は、特
に、塗膜システム装置に設けられた固定用の輪郭のための空間及び／又は余地を作るよう
に、配置される。このとき、好ましくは、側面が削減され、及び／又は、ネジ側面山頂部
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と第２のネジ側面部との間に斜めに配置される。削減されたネジ側面部及び固定用の輪郭
は、互換性のない２つの部品が共に結合され、一方又は両方の損傷、さらには、塗膜対象
の部品の損傷が生じることを防ぐ。削減されたネジ側面部は、好ましくは、ねじ込まれた
状態では塗膜システム装置の保持手段ネジ及び／又はそのネジ歯に接触しないように配置
される。さらに、（ねじ込まれた状態の）削減されたネジ側面部は、有利なことに、汚れ
の受け口として機能し得るような、又は、保持装置ネジに設けられた受け口を拡張し得る
ようなネジ歯、ネジ歯谷底部、及び／又は、保持手段ネジの固定用の輪郭の隙間を保証す
る。
【００２９】
　第１のネジ側面部は、好ましくは、（隣接する）ネジ谷底部とネジ歯山頂部との間に配
置される。一方、第２のネジ側面部は、別の（隣接する）ネジ谷底部とネジ歯山頂部及び
／又は削減されたネジ側面部との間に配置されてもよい。従って、削減されたネジ側面部
は、ネジ歯山頂部と第２のネジ側面部及び／又はネジ谷底部との間に配置することができ
る。
【００３０】
　好ましくは、削減されたネジ側面部は、第２のネジ側面部から分岐し、ネジ歯山頂部に
延びる。削減されたネジ側面部は、好ましくは、少なくとも部分的に直線上であり、第３
のネジ側面内角を有してもよい。
【００３１】
　第１のネジ側面部、第２のネジ側面部、及び／又は、削減されたネジ側面部は、好まし
くは、有利なことに、古典的なゲージシステム（プラグゲージ及びリングゲージ）を用い
た評価の機会が保証されるよう、実質的に直線状である。また、特に、削減されたネジ側
面部は、湾曲し、段を設けられ、又は、面取りされ、このようにして、削減されていても
よい。
【００３２】
　第２のネジ側面部と削減されたネジ側面部との間の移行部、及び／又は、削減されたネ
ジ側面部とネジ歯山頂部との移行部は、例えば、ねじれ無しの湾曲により、又は、ねじれ
によりなっていてもよい。
【００３３】
　第１のネジ側面内角は、約７．５°、１７．５°、１９．０°、２７．５°、３７．５
°、又は、４７．５°よりも大きく、及び／又は、約１２．５°、２２．５°、３２．５
°、４２．５°、又は、５２．５°より小さくてもよい。
【００３４】
　さらに、第２のネジ側面内角、及び／又は、第３のネジ側面内角は、約１７．５°、２
７．５°、２８．０°、３７．５°、４７．５°、又は、５７．５°より大きく、及び／
又は、約２２．５°、３２．５°、４２．５°、５２．５°、又は、６２．５°より小さ
くてもよい。
【００３５】
　例えば、弁連結部又はベルカップ連結部の場合、第１のネジ側面内角は約２０°±３°
が好ましく、第２のネジ側面内角は約２８°±３°が好ましい。
【００３６】
　好ましくは、第１のネジ側面内角は第２のネジ側面内角よりも小さく、一方、第２のネ
ジ側面内角は、好ましくは、第３のネジ側面内角と実質的に等しい大きさである。
【００３７】
　好ましくは、第１のネジ側面内角、第２のネジ側面内角、及び／又は、第３のネジ側面
内角は、保持部材ネジ及び／又は実装ソケットの中心軸から、対応するネジ歯に対して垂
直に、特に、第１及び第２のネジ側面部の仮想延長線により形成される仮想交点に対して
垂直に延びる基準直線に対して測定される。また、保持部材ネジ及び／又は実装ソケット
の中心軸から、対応するネジ歯のネジ歯山頂部（及び／又はその先端）に対して垂直に延
びる基準直線を用いることも可能である。
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【００３８】
　第１のネジ側面内角、第２のネジ側面内角、及び／又は、第３のネジ側面内角は、好ま
しくは、鋭角、即ち、９０°以下の角度からなる。
【００３９】
　特に、平坦又は小さな第１及び第２のネジ側面内角（例えば、３０°未満）が有利であ
り、このとき、しっかりとねじり込まれた状態及び／又は解放中の突発的な力は減少する
。また、塗膜システム部品が表面又は内部に取り付けられる塗膜システム装置の負荷も、
損傷の危険性（例えば、ネジが広がる、引張亀裂が生るなど）とともに、減少する。
【００４０】
　保持部材ネジの第１のネジ側面部は、塗膜システム装置の保持部材ネジと固定及び／又
は締め付けの間に接触する軸受表面（固定表面）を形成してもよい。第２のネジ側面部は
、塗膜システム装置の保持手段ネジと解放中に接触する軸受表面（解放表面）を形成して
もよい。固定表面対解放表面の比率（固定表面／解放表面）は、特に、約０．５から６の
間である。好ましくは、固定表面対解放表面の比率は、第１のネジ側面部により形成され
る表面対第２のネジ側面部により形成される表面の比率、及び／又は、第１のネジ側面部
対第２のネジ側面部の比率に、実質的に一致する。例えば、固定表面対解放表面の比率（
第１のネジ側面部により形成される表面対第２のネジ側面部により形成される表面の比率
、及び／又は、第１のネジ側面部対第２のネジ側面部の比率）は、０．５、１．５、２．
５、３．５、４．５、又は、５．５より大きく、及び／又は、１．０、２．０、３．０、
４．０、５．０、又は、６．０より小さくてもよい。
【００４１】
　特に、弁連結部の場合、固定表面対解放表面の比率は約１．３±０．５が好ましく、一
方、ベルカップ連結部の場合、固定表面対解放表面の比率は約１．０±０．５が特に好ま
しい。
【００４２】
　第１のネジ側面部の軸受表面は、好ましくは、第２のネジ側面部の、特に、第２のネジ
側面部から分岐した削減された側面部に基づく軸受表面よりも大きい。
【００４３】
　固定及び／又は締め付けの間の軸受表面は、固定及び／又は締め付けの間に保持部材ネ
ジ（及び／又はその第１のネジ側面部）が保持手段ネジ（及び／又はその第１のネジ側面
部）と接触する表面（固定表面）である。解放中の軸受表面は、固定又は締め付けられた
状態からの解放中に保持部材ネジ（及び／又はその第２のネジ側面部）が保持手段ネジ（
及び／又はその第２のネジ側面部）と接触する表面（解放表面）である。特に、固定表面
は、ネジ谷底部とネジ側面先端との間の部分（第１のネジ側面部）により実質的に画定さ
れ、一方、解放表面は、ネジ谷底部と削減されたネジ側面部との間の部分（第２のネジ側
面部）により実質的に画定される。
【００４４】
　削減されたネジ側面部は、雌ネジの軸受表面を（固定中でも解放中でも）形成しないも
のの、固定用の輪郭と、好ましくは、若干傾いて、対面するように設けられている。
【００４５】
　保持部材ネジにピッチは、約０．５ｍｍ、１．５ｍｍ、２．５ｍｍ、３．５ｍｍ、又は
、４．５ｍｍより大きく、及び／又は、約０．７５ｍｍ、１．０ｍｍ、２．０ｍｍ、３．
０ｍｍ、４．０ｍｍ、又は、５．０ｍｍより小さくてもよい。
【００４６】
　例えば、弁連結部のピッチは１．８ｍｍ±０．２５ｍｍ又は３．５ｍｍ±０．７５ｍｍ
であることが好ましく、一方、ペルカップ連結部のピッチは、例えば、０．７５ｍｍ±０
．２ｍｍであることが特に好ましい。
【００４７】
　従来の塗膜システム部品と比較して用いられるピッチが大きいため、本発明に係る塗膜
システム部品は、組み立ての労力少なく、例えば、規格品のネジの場合、通常３から６回
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転が必要なところを、より少ない回転のみで、又は、わずか約２回転のみ、あるいは、２
回転以下で、ネジ留めしたり外したりすることができる。組み合わされる材料に依存する
ものの、ピッチは、好ましくは、戻り締めが確実に保証されるように設計される。
【００４８】
　保持部材ネジは、約０．２ｍｍ、０．６ｍｍ、１．０ｍｍ、１．４ｍｍ、又は、１．８
ｍｍより大きく、及び／又は、約２．０ｍｍ、１．６ｍｍ、１．２ｍｍ、０．８ｍｍ、又
は、０．４ｍｍより小さいネジ歯深さを有するネジ歯を備える。
【００４９】
　保持部材ネジ及び／又はネジ歯は、実装ソケットを、１回、１回未満、又は、１回より
多く、周回するよう設けられてもよい。即ち、保持部材ネジ及び／又はネジ歯は、実装ソ
ケットの周囲に、約３６０°、又は、それより多く、又は、３６０°未満で延びるように
設けられてもよい。
【００５０】
　保持部材ネジは、１段、又は、多段、例えば、２段、３段、又は、４段であってもよい
。こうして、従来の塗膜システム部品の場合よりも少ない回転数でねじり込むことが可能
となり、組み立ての労力を著しく減らすことができる。
【００５１】
　例えば、弁連結部の場合、１段又は多段（例えば、２段）の実施形態が好ましく、一方
、ベルカップ連結部の場合、１段の実施形態が好ましい。
【００５２】
　保持部材ネジ及び／又はネジ歯は、少なくとも１つの丸められたネジ谷底部を備え、ネ
ジ歯は、丸められたネジ歯山頂部を備えてもよく、このとき、丸め半径は、好ましくは、
０．０１ｍｍ、０．０２ｍｍ、０．０７ｍｍ、０．１２ｍｍ、０．２２ｍｍ、０．３２ｍ
ｍ、又は、０．４２ｍｍよりも大きく、及び／又は、０．０１５ｍｍ、０．０４５ｍｍ、
０．０９５ｍｍ、０．１７ｍｍ、０．２７ｍｍ、０．３７ｍｍ、又は、０．４７ｍｍより
も小さくてもよい。
【００５３】
　従来の塗膜システム部品と比較して（より大きい）丸め半径であるため、例えば、静電
式噴霧器の場合の、高い電圧ピークの危険を減少することが可能となる。さらに、ノッチ
応力が最小化されるため、より高い締め付けトルクが可能となる。
【００５４】
　また、保持部材ネジのネジ歯山頂部及び／又はネジ谷底部は、実質的に直線状であって
も、面取りされていても、又は、平坦化されていてもよい。
【００５５】
　実装ソケット及び／又は保持部材及び／又は保持部材ネジは、センタリング及び／又は
整列の補助のために、面取りされた挿入部及び／又は面取りされた切り欠きを備えてもよ
い。面取りされた挿入部及び／又は面取りされた切り欠きは、第１の不完全なネジ段部を
部分的に又は完全に取り除いたものであると理解できる。面取りされた挿入部は、特に、
雌ネジ上に設けられるが、雄ネジ上に設けてもよい。
【００５６】
　面取りされた挿入部及び／又は面取りされた切り欠きにより、位置決め又はねじ込み中
に傾いてしまう危険は減少し、これにより、より単純で迅速な組み立てが可能となり、ネ
ジが損傷する危険が減少する。ネジがプラスチックの場合、面取りされた切り欠きは、損
傷及び／又は変形を避けるよう機能する。簡便な連結工程は、また、２つの部品（例えば
、弁及び対応する筐体）のネジの開始点を小さな誘導表面により見つけることができるこ
とでも実現される。このため、傾くことはほとんど有り得ない。
【００５７】
　保持部材及び／又は保持部材ネジを好ましくは配置することができる実装ソケットは、
少なくとも部分的に又は全体的に実質的な円筒状であっても、及び／又は、少なくとも部
分的に又は全体的に実質的な円錐状であってもよい。実装ソケットは、その遠位端が開い
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ていても閉じていてもよく、及び／又は、壁により閉ざされていてもよい。また、実装ソ
ケットは、実装ソケットの前部から始まり実装ソケットをその遠位端で数個のソケット領
域に分割する軸方向に走るスリットであって、該ソケット領域は塗膜システム装置の保持
手段ネジに、好ましくは、円錐状の雌ネジに適合するよう半径方向に弾力性を有するよう
な、数本のスリットを備えることも可能である。
【００５８】
　また、保持部材ネジは、実質的に対称な、例えば、二等辺三角形又は二等辺台形の形状
の、ネジ歯を備えることが可能であり、及び／又は、第１のネジ側面内角及び第２のネジ
側面内角は実質的に同じ大きさであることが可能である。
【００５９】
　本発明のさらなる実施形態では、塗膜システム装置及び／又は塗膜剤装置は、実装ソケ
ット、及び、塗膜システム装置の表面又は内部を保持するために実装ソケット上に配置さ
れた少なくとも１つの保持部材を備えるよう設けられている。特に、実装ソケット、保持
部材、及び／又は、保持部材ネジは、挿し込み可能は保持、ねじれ止め、ラッチ接続、及
び／又は、スナップ接続をなすよう設けられている。
【００６０】
　実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジは、対称に又は非対称に、好まし
くは、回転対称又は回転非対称に削減されていてもよく、このとき、１つ又は複数の削減
された部分は、実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジの軸方向又は非軸方
向（『斜め』）に実質的に延びる。実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジ
は、１つ又は複数の削減された部分を備えてもよい。
【００６１】
　実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジは、実装ソケットの軸方向に延び
る少なくとも１つ又は複数のネジ（歯）無しの部分をなすよう設けられてもよい。実装ソ
ケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジは、第１のネジ歯深さを有するネジ歯を備
える第１の軸方向伸長部、及び、第２のネジ歯深さを有するネジ歯を備える第２の軸方向
伸長部をなすよう設けられてもよく、このとき、第１のネジ歯深さは第２のネジ歯深さよ
りも大きくてもよい。さらに、実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジは、
１つ又は複数の側方且つ軸方向の平坦部をなすように、及び／又は、１つ又は複数の直線
状の及び／又は湾曲した軸方向に延びた削減部をなすように設けられてもよい。直線状の
軸方向に延びた削減部は、全体が直線状であっても、又は、少なくとも１箇所がねじれて
いてもよい。湾曲した軸方向に延びた削減部は、例えば、凸状、又は、凹状であってもよ
い。上記の軸方向に延びた部分は、非軸方向に、即ち、実装ソケット、保持部材、及び／
又は、保持部材ネジの中心軸に対して斜めに延びて設けられてもよい。削減部は、斜角を
除く角度で、又は、斜角で進むものであってもよい。好ましくは、削減部は実装ソケット
を貫通しないように設けられている。このようにして、実装ソケットは、『鍵穴式』に挿
し込み可能であり、及び／又は、ねじれ止め可能である。こうして、実装ソケット及び／
又は実装ソケットの壁面は、壁面の他の壁面部分は回転対称又は回転非対称に好ましくは
配置された平坦なネジ段部又はネジ歯を設けられている軸方向に延びるネジ（歯）無しの
壁面部分を示し得る。これにより、差込可能な実装ソケットの単純で安全なねじれ止めを
実現することができる。
【００６２】
　保持部材及び／又は保持部材ネジは、実装ソケットの外部表面上で４５°、９０°、１
３５°、１８０°、２２５°、２７０°、３１５°、又は、３６０°より大きく、及び／
又は、実装ソケットの外部表面上で７０°、１１５°、１６０°、２０５°、２５０°、
２９５°、３４０°、又は、３８５°よりも小さく延びることも可能である。また、保持
部材は、実装ソケットの外部表面上に、１つ以上の点において実質的に選択的に、例えば
、１つ又は複数の突出部材及び／又は１つ又は複数の窪みの形状で、配置されることも可
能である。
【００６３】
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　保持部材は、少なくとも部分的に円周状の環状溝、螺旋状の溝、又は、保持用張り出し
、及び／又は、少なくとも１つのボールピン又は保持ピンを備えてもよい。例えば、ねじ
れ止めのための好ましい差込可能な実装ソケットの壁面は、少なくとも部分的に円周状の
環状溝又は保持用張り出しを設けられてもよく、これにより、摩擦固定ネジ止めを簡便に
実現することが可能となる。
【００６４】
　好ましい差込可能な実装ソケットは、ラッチ又はスナップ構成／接続によりラッチ又は
スナップ可能であってもよく、例えば、このとき、実装ソケットの弁座を固定することが
できる。
【００６５】
　好ましい差込可能な実装ソケットはねじれ止め可能である。ねじれ止めは、例えば、差
込可能な実装ソケットを、例えば、塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の受け入れスリ
ーブ及び／又は実装ソケット受け口に、挿入した後で実行できる。
【００６６】
　さらに、好ましい差込可能な実装ソケットは、バヨネット式接続を備える。該バヨネッ
ト式接続は、例えば、対称であっても非対称であってもよく、また、軸方向に沿って横方
向に少なくとも部分的に平坦化されたバヨネットネジを設けられていてもよい。これによ
り、素早くしっかりとしたねじれ止めを実現することができる。
【００６７】
　また、好ましい差込可能な実装ソケットのねじれ止めのために、少なくとも１つの保持
部材（保持要素）が、実装ソケット及び／又は差込可能な実装ソケットの壁面から外に向
けて延びるように設けられてもよい。また、実装ソケット及び／又は壁面のねじれ止めの
ために、少なくとも１つの窪みが、保持手段（保持要素）を受け入れるように設けられて
もよい。これにより、バヨネット式接続の安全なラッチ接続が保証される。
【００６８】
　さらに、好ましい差込可能な実装ソケットでは、保持ピンは、その外に導かれている端
部が保持部材（保持要素）を形成するように埋め込まれていてもよい。さらに、保持品の
両端は、対向して配置された保持部材（保持要素）を形成するように、平行に外に導かれ
てもよい。さらに、差込可能な実装ソケットでは、数個の保持ピンが、例えば、同じ横断
面内に又は異なる横断面内に埋め込まれていてもよく、このとき、各保持ピンの末端の少
なくとも１つは外に導かれて保持部材（保持要素）を形成する。ねじれ止め具は、こうし
て、特にねじれ止め接続により、実現することができる。
【００６９】
　保持部材（保持要素）はボールピンであってもよい。さらに、好ましい差込可能な実装
ソケット及び／又は好ましい差込可能な実装ソケットの壁面は、複数のボールピンを設け
られてもよく、このとき、該ボールピンは、壁面の同じ横断面に配置されても、又は、壁
面の異なる横断面に配置されてもよく、それぞれが保持部材（保持要素）を形成し、これ
により、ねじれ止め接続の回転角は制限される。
【００７０】
　本発明のさらなる実施形態では、塗膜システム装置及び／又は塗膜装置は、塗膜システ
ム部品に取り付け可能に接続するための少なくとも１つの保持手段、及び／又は、好まし
くは上記の、保持部材ネジを設けられている。
【００７１】
　保持部材は、例えば、特別な構成を有するネジであってもよいが、その他の保持構造で
あってもよい。実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジは、差込可能
な保持、ねじれ止め、ラッチ接続、及び／又は、スナップ接続をなすよう設けられている
。
【００７２】
　保持手段が雌ネジである場合、保持手段は、例えば、実装ソケット受け口上又は内に配
置されてもよい。
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【００７３】
　保持手段ネジの構成は、好ましくは、雌ネジを意図しているが、雄ネジとして設けられ
てもよい。
【００７４】
　特別な構成を有する実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジは、好ましく
は、特別な構成を有する実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジと（
『ネジ－ナット式』及び／又は『プラグ－ソケット式』に）嵌合するように設けられてい
る。そのため、特別な構成を有する実装ソケット、保持部材、及び／又は、保持部材ネジ
の上記の記載は、特別な構成を有する実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持
手段ネジにも準用できる。
【００７５】
　そこで、保持手段ネジは、１つのピッチと、ネジ歯深さ対ピッチの比率が約０．３、０
．５、０．７、０．９、１．１、１．３、又は、１．５より大きく、及び／又は、約１．
６、１．４、１．２、１．０、０．８、０．６、又は、０．４より小さくなるようなネジ
歯深さを有する少なくとも１つのネジ歯とを備えることが可能である。
【００７６】
　ネジ歯深さは、ネジ歯のネジ歯山頂部（及び／又はその先端）とそれに対応する（隣接
する）ネジ谷底部（及び／又は汚れ受け口）との間の距離であり、より正確には、ネジ歯
山頂部の先端とネジ谷底部（及び／又は汚れ受け口）の先端との間の（半径方向の、及び
／又は、雌ネジ及び／又は実装ソケット受け口の中心軸に対して垂直方向の）距離である
。
【００７７】
　少なくともネジ歯の基底部は、例えば、実質的に、非二等辺三角形又は非二等辺台形の
形状であってもよく、このとき、該形状は、丸められたネジ谷底部又はネジ歯山頂部を備
ええても又は備えなくてもよい。また、ネジ谷底部及び／又はネジ歯山頂部は平坦化され
又は面取りされてもよい。
【００７８】
　保持手段ネジは、好ましくは丸められるなどしたネジ歯山頂部を有する少なくとも１つ
のネジ歯を備えてもよい。さらに、ネジ歯は、第１のネジ側面内角を有する第１のネジ側
面部、及び／又は、第２のネジ側面内角を有する第２のネジ側面部を備えてもよい。
【００７９】
　塗膜システム装置、特に、保持手段ネジのネジ歯は、さらに、好ましくは、保持手段ネ
ジのネジ段部及び／又はネジ溝内に突出することにより、不適切な塗膜システム部品の阻
止部又は抵抗部をなすような、固定用の輪郭を備えてもよい。こうして、固定用の輪郭は
、好ましくは、突出部材であり、該突出部材は、例えば、湾曲していても、段を設けられ
ていても、又は、面取りされていてもよい。固定用の輪郭は、１つ以上の点でネジ段部内
に突出しても、又は、ネジ段部の全体に実質的に広がっていてもよい。
【００８０】
　固定用の輪郭は、第１又は第２のネジ側面部、ネジ谷底部、及び／又は、汚れ受け口に
設けられてもよい。また、固定用の輪郭は、塗膜システム装置上の保持手段ネジの外部に
設けられてもよい。
【００８１】
　固定用の輪郭は、好ましくは、（好ましくは汚れ受け口を備えている）ネジ谷底と第２
のネジ側面部との間に配置され、このとき、第２のネジ側面部は、固定用の輪郭とネジ歯
山頂部との間に配置されてもよい。第１のネジ側面部は、ネジ歯山頂部と（好ましくは汚
れ受け口を備えている）別の隣接するネジ谷底部との間に配置することができる。
【００８２】
　固定用の輪郭は、例えば、第２のネジ側面部から分岐し、ネジ谷底部に延びてもよい。
【００８３】
　保持手段ネジの第１のネジ側面内角は、約７．５°、１７．５°、１９．０°、２７．
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５°、３７．５°、又は、４７．５°よりも大きく、及び／又は、約１２．５°、２２．
５°、３２．５°、４２．５°、又は、５２．５°より小さくてもよい。
【００８４】
　さらに、保持手段ネジの第２のネジ側面内角は、約１７．５°、２７．５°、２８．０
°、３７．５°、４７．５°、又は、５７．５°より大きく、及び／又は、約２２．５°
、３２．５°、４２．５°、５２．５°、又は、６２．５°より小さくてもよい。
【００８５】
　好ましくは、第１のネジ側面内角は第２のネジ側面内角よりも小さい。好ましくは、第
１のネジ側面内角及び／又は第２のネジ側面内角は、保持手段ネジ及び／又は実装ソケッ
ト受け口の中心軸から、対応するネジ歯に対して垂直に、特に、第１及び第２のネジ側面
部の仮想延長線により形成される仮想交点に対して垂直に延びる基準直線に対して測定さ
れる。また、保持手段ネジ及び／又は実装ソケット受け口の中心軸から、対応するネジ歯
のネジ歯山頂部（及び／又はその先端）に対して垂直に延びる基準直線を用いることも可
能である。
【００８６】
　保持手段ネジの第１のネジ側面内角及び／又は第２のネジ側面内角は、好ましくは、鋭
角、即ち、９０°以下の角度からなる。
【００８７】
　保持手段ネジの第１のネジ側面部は、保持部材ネジの第１のネジ側面部と固定及び／又
は締め付けの間に接触する軸受表面として働き、一方、保持手段ネジの第２のネジ側面部
は、保持部材ネジの第２のネジ側面部と解放中に接触する軸受表面として機能する。
【００８８】
　保持部材ネジと同様に、保持手段ネジのピッチは、約０．５ｍｍ、１．５ｍｍ、２．５
ｍｍ、３．５ｍｍ、又は、４．５ｍｍより大きく、及び／又は、１．０ｍｍ、２．０ｍｍ
、３．０ｍｍ、４．０ｍｍ、又は、５．０ｍｍより小さくてもよい。
【００８９】
　また、保持手段ネジは、約０．２ｍｍ、０．６ｍｍ、１．０ｍｍ、１．４ｍｍ、又は、
１．８ｍｍより大きく、及び／又は、約２．０ｍｍ、１．６ｍｍ、１．２ｍｍ、０．８ｍ
ｍ、又は、０．４ｍｍより小さいネジ歯深さを有するネジ歯を備える。
【００９０】
　保持手段ネジ及び／又はネジ歯は、実装ソケット受け口を、１回、１回未満、又は、１
回より多く、周回するよう設けられてもよい。即ち、保持手段ネジ及び／又はネジ歯は、
実装ソケット受け口の周囲に、約３６０°、又は、それより多く、又は、３６０°未満で
延びるように設けられてもよい。
【００９１】
　保持手段ネジは、１段、又は、多段、例えば、２段、３段、又は、４段であってもよい
。
【００９２】
　保持手段ネジ及び／又は保持手段ネジのネジ歯は、好ましくは、丸められたネジ谷底部
を有してもよい。ネジ谷底部は、少なくとも１つの、好ましくは丸められるなどした汚れ
受け口又は汚れポケットを備えてもよい。汚れ受け口は、ゆるい塗膜剤粒子を受け入れる
ために働き、除去トルクを減少させる。
【００９３】
　ネジ谷底部及び／又は汚れ受け口及び／又はネジ歯山頂部の丸め半径は、０．０１ｍｍ
、０．０２ｍｍ、０．０７ｍｍ、０．１２ｍｍ、０．２２ｍｍ、０．３２ｍｍ、又は、０
．４２ｍｍよりも大きく、及び／又は、０．０１５ｍｍ、０．０４５ｍｍ、０．０９５ｍ
ｍ、０．１７ｍｍ、０．２７ｍｍ、０．３７ｍｍ、又は、０．４７ｍｍよりも小さくても
よい。また、ネジ歯山頂部、ネジ谷底部、及び／又は、汚れ受け口は、実質的に直線状で
あっても、面取りされていても、又は、平坦化されていてもよい。
【００９４】
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　実装ソケット受け口及び／又は保持要素及び／又は保持手段ネジは、センタリング及び
／又は整列の補助のために、面取りされた挿入部及び／又は面取りされた切り欠きを備え
てもよい。
【００９５】
　保持手段ネジはネジ歯を備えており、少なくとも該ネジ歯の基底部は、実質的に対称で
あり、例えば、実質的に二等辺三角形の又は実質的に二等辺台形の形状であり、及び／又
は、第１のネジ側面内角及び第２のネジ側面内角は実質的に同じ大きさであることが可能
である。
【００９６】
　実装ソケット受け口は、少なくとも部分的に又は全体的に実質的な円筒状であっても、
及び／又は、少なくとも部分的に又は全体的に実質的な円錐状であってもよい。
【００９７】
　実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジは、対称に又は非対称に、
好ましくは、回転対称又は回転非対称に削減されていてもよく、このとき、削減された部
分は、実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジの軸方向又は非軸方向
（『斜め』）に実質的に延びる。実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段
ネジは、１つ又は複数の削減された部分を備えてもよい。実装ソケット受け口、保持手段
、及び／又は、保持手段ネジは、軸方向に延びるネジ（歯）無しの部分を少なくとも１箇
所なすように設けられてもよい。実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段
ネジは、第１のネジ歯深さを有するネジ歯を備える第１の軸方向伸長部、及び、第２のネ
ジ歯深さを有するネジ歯を備える第２の軸方向伸長部をなすよう設けられてもよく、この
とき、第１のネジ歯深さは第２のネジ歯深さよりも大きくてもよい。さらに、実装ソケッ
ト受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジは、少なくとも１つの側方且つ軸方向の
平坦部をなすように、及び／又は、直線状の及び／又は湾曲した軸方向に延びた削減部を
なすように設けられてもよい。直線状の軸方向に延びた削減部は、全体が直線状であって
も、又は、少なくとも１箇所がねじれていてもよい。湾曲した軸方向に延びた削減部は、
例えば、凸状、又は、凹状であってもよい。上記の軸方向に延びた部分は、非軸方向に、
即ち、実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジの中心軸に対して斜め
に延びて設けられてもよい。削減部は、斜角を除く角度で、又は、斜角で進むものであっ
てもよい。
【００９８】
　実装ソケットを受け入れるための実装ソケット受け口及び／又は受け入れスリーブは、
バヨネット式接続で設けられてもよい。ここで、実装ソケット受け口は、ねじれ止めする
ようバヨネット式接続を受け入れるために設けられた、例えば、弾性要素、例えば、バネ
リングなどを有してもよい。
【００９９】
　さらに、ねじれ止めのために、塗膜システム部品は、実装ソケット及び／又は差込可能
な実装ソケットの壁面から外に向けて延びる少なくとも１つの保持部材（保持要素）を備
えてもよく、及び／又は、ねじれ止めのために、少なくとも１つの窪みが壁面に形成され
、このとき、実装ソケット受け口の壁面及び／又は受け入れスリーブに、保持部材（保持
要素）を受け入れるための溝、特に、螺旋状の溝、又は、保持部材（保持要素）を受け入
れるための複数の溝、特に、複数の螺旋状の溝が、実装ソケットの壁面の異なる横断面内
に形成されてもよい。
【０１００】
　さらに、実装ソケット及び／又は実装ソケットの壁面は、ねじれ止めのために、少なく
とも部分的に円周状の環状溝、又は、保持用張り出しを設けられていてもよく、このとき
、実装ソケット受け口及び／又は実装ソケット受け口の壁面は、少なくとも部分的に円周
状の環状溝のための保持用張り出し、又は、保持用張り出しのための少なくとも部分的に
円周状の環状溝を設けられており、これにより、効率的なねじれ止めを実現することが可
能となる。実装ソケット受け口は受け入れスリーブであってもよい。
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【０１０１】
　実装ソケット受け口、保持手段、及び／又は、保持手段ネジは、差込可能な保持、ねじ
れ止め、ラッチ接続、及び／又は、スナップ接続をなすよう設けられている。
【０１０２】
　塗膜システムは、好ましくは、塗装システムである。
【０１０３】
　塗膜システム部品及び／又は実装ソケットは、好ましくは、塗膜システム装置の塗膜剤
開口部に連結されるよう設けられている塗膜剤開口部を有する。
【０１０４】
　塗膜システム部品及び／又は塗膜システム装置は、好ましくは、塗膜剤（例えば、１成
分又は他成分塗料など）、及び／又は、該塗膜剤の放出に影響を与えるように設けられて
おり、また、特に、塗膜剤導入部及び／又は塗膜剤吐出部を有する。塗膜システム部品及
び／又は塗膜システム装置は、塗膜剤により少なくとも部分的に湿り及び／又は塗膜剤が
少なくとも部分的に流れるように設けられていてもよい。
【０１０５】
　保持部材ネジ又は保持手段ネジは、雄ネジであってもよい。雄ネジ及び／又は雄ネジの
ネジ歯は、ネジ半径（雄ネジ半径）を備えてもよく、該ネジ半径は、雄ネジ及び／又は実
装ソケットの中心軸からネジ歯山頂部（及び／又はその先端）に対して垂直に延び、且つ
、約４．０ｍｍ、６．０ｍｍ、８．０ｍｍ、１０．０ｍｍ、１２．０ｍｍ、１４．０ｍｍ
、２０．０ｍｍ、２５．０ｍｍ、又は、３５．０ｍｍより大きくてもよく、及び／又は、
約５．０ｍｍ、７．０ｍｍ、９．０ｍｍ、１１．０ｍｍ、１３．０ｍｍ、１５．０ｍｍ、
２２．５ｍｍ、３０．０ｍｍ、又は、４０．０ｍｍよりも小さくてもよい。
【０１０６】
　保持部材ネジ又は保持手段ネジは、雌ネジであってもよい。雌ネジ及び／又は雌ネジの
ネジ歯は、ネジ半径（雄ネジ半径）を備えてもよく、該ネジ半径は、雌ネジ及び／又は実
装ソケット受け口の中心軸からネジ谷底部及び／又は汚れ受け口に対して垂直に延び、且
つ、約４．０ｍｍ、６．０ｍｍ、８．０ｍｍ、１０．０ｍｍ、１２．０ｍｍ、１４．０ｍ
ｍ、２０．０ｍｍ、２５．０ｍｍ、又は、３５．０ｍｍより大きくてもよく、及び／又は
、約５．０ｍｍ、７．０ｍｍ、９．０ｍｍ、１１．０ｍｍ、１３．０ｍｍ、１５．０ｍｍ
、２２．５ｍｍ、３０．０ｍｍ、又は、４０．０ｍｍよりも小さくてもよい。
【０１０７】
　ここで、ネジ半径は、ネジの中心軸とネジ歯山頂部又はネジ谷底部（及び／又は汚れ受
け口）との間の距離であり、より正確には、ネジの中心軸とネジは山頂部の先端又はネジ
谷底部（及び／又は汚れ受け口）の先端との間の距離である。
【０１０８】
　実装ソケット、実装ソケット受け口、保持部材、保持手段、保持部材ネジ、及び／又は
、保持手段ネジは、金属及び／又はプラスチック製であってもよい。
【０１０９】
　特に、塗膜システム部品（又は、塗膜システム装置）は、例えば、弁、ニードル弁、リ
ンス弁、止め弁、制御弁、塗膜剤弁、スプレー体、ベルカップ、タービンシャフト、又は
、その他の磨耗部材などである。特に、塗膜システム装置（又は、塗膜システム部品）は
、例えば、噴霧器、回転式噴霧器、静電回転式噴霧器、色切替構成（色切替器）、スプレ
ー体、シャフト、好ましくは、中空のベルカップシャフト、又は、機能弁などである。さ
らに、ネジは、特に有利なことに、噴霧器筐体又は外部帯電のための電極構成に設けられ
てもよい。
【０１１０】
　しかし、塗膜システム部品及び塗膜システム装置は、上記の実施例に限定されるもので
はなく、相互に接続可能な塗膜／塗装システムに用いることができる任意の部材を備える
ものである。
【０１１１】
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　上記のように、保持部材ネジは、好ましくは、雄ネジであり、また、保持手段ネジは、
好ましくは、雌ネジである。そのため、特に好ましい実施形態では、保持部材ネジは雄ネ
ジとして設計され、且つ、保持手段ネジは雌ねじとして設計される。しかし、保持部材ネ
ジは雌ねじであり、また、保持手段ネジは雄ネジであることも可能である。
【０１１２】
　上記の実施形態は必要に応じて相互に組み合わせることが可能である。
【０１１３】
　本発明のさらなる実施形態を図面を参照しながら説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】第１の実施形態に係る塗膜システム装置の雌ネジに配置されている塗膜システム
部品の雄ネジのネジ歯の模式的軸方向断面図を示す。
【図２】図１の雄ネジのネジ歯の模式図を示す。
【図３】図１の雌ネジのネジ歯の模式図を示す。
【図４】塗膜システム部品を示す。
【図５】塗膜システム装置の筐体を示す。
【図６】バネリングを示す。
【図７】挿入された状態の図４の塗膜システム部品を示す。
【図８】塗膜システム部品を示す。
【図９】塗膜システム装置の筐体を示す。
【図１０】挿入された状態の図８の塗膜システム部品を示す。
【図１１Ａ】実装ソケット受け口の平面図を示す。
【図１１Ｂ】実装ソケット受け口の平面図を示す。
【図１２】異なる塗膜システム部品を示す。
【図１３】塗膜システム装置の筐体を示す。
【図１４】挿入された状態の図１２の塗膜システム部品を示す。
【図１５】異なる塗膜システム部品を示す。
【図１６】塗膜システム装置の筐体を示す。
【図１７】挿入された状態の図１５の塗膜システム部品を示す。
【図１８】異なる塗膜システム部品を示す。
【図１９】塗膜システム装置の筐体を示す。
【図２０Ａ】実装ソケット受け口内への実装ソケットの取り付けを明示する。
【図２０Ｂ】実装ソケット受け口内への実装ソケットの取り付けを明示する。
【図２０Ｃ】実装ソケット受け口内への実装ソケットの取り付けを明示する。
【図２０Ｄ】実装ソケット受け口内への実装ソケットの取り付けを明示する。
【図２１】異なる塗膜システム部品を示す。
【図２２】実装ソケット受け口を示す。
【図２２Ａ】ねじれ止めを明示する。
【図２２Ｂ】ねじれ止めを明示する。
【図２２Ｃ】ねじれ止めを明示する。
【図２３Ａ】異なる塗膜システム部品を示す。
【図２３Ｂ】異なる実装ソケット受け口を示す。
【図２３Ｃ】ねじれ止めを明示する。
【図２３Ｄ】ねじれ止めを明示する。
【図２３Ｅ】ねじれ止めを明示する。
【図２４】図１の雌ネジに配置されている雄ネジの模式的軸方向断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【０１１５】
　図１は、ネジ歯（ネジ側面）６１を有する保持手段ネジ６０を含む塗膜システム装置Ｂ
Ｖに配置されている塗膜システム部品ＢＢの保持部材ネジ２０のネジ歯（ネジ側面）２１
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の模式的軸方向断面図を示す。保持部材ネジは、雄ネジであり、以降、雄ネジ２０と呼ぶ
。また、保持手段ネジは、雌ネジであり、以降、雌ネジ６０と呼ぶ。雄ネジ２０及び／又
はネジ歯２１は、螺旋状又はネジ状に実装ソケット１０上に設けられている。雌ネジ６０
及び／又はネジ歯６１は、螺旋状又はネジ状に実装ソケット受け口５０上に設けられてい
る。図１に示すように、塗膜システム部品の実装ソケット及び／又は雄ネジは、塗膜シス
テム装置の実装ソケット受け口及び／又は雌ネジ上又は内に、『ネジ－ナット式』に、取
り外し可能に固定されている。
【０１１６】
　雄ネジ２０及び雌ネジ６０、特に、これらの螺旋状又はネジ状のネジ歯２１、６１は、
塗装システムに必要とされる１つ以上の要求を満たすような特別な構成を備えている。
【０１１７】
　雄ネジ２０及び／又は実装ソケット１０は、図１に模式的に例示したように、中心軸Ｚ
Ａを備える（中心軸ＺＡは、好ましくは、塗膜システム部品ＢＢの中心軸とも一致する）
。同様に、雌ネジ６０及び／又は実装ソケット受け口５０は、図１に模式的に例示したよ
うに、中心軸ＺＡ’を備える（中心軸ＺＡ’は、好ましくは、塗膜システム装置ＢＶの中
心軸とも一致する）。雄ネジ２０及び／又は実装ソケット２０が雌ネジ６０及び／又は実
装ソケット受け口５０に取り付け可能に固定されるとき、中心軸ＺＡ及びＺＡ’は互いに
同軸上に並ぶ。
【０１１８】
　雄ネジ２０のネジ歯２１は、第１のネジ側面内角α１を有する第１のネジ側面部２１ａ
、第２のネジ側面内角α２を有する第２のネジ側面部２１ｂ、及び、塗膜システム装置Ｂ
Ｖ上に設けられた固定用の輪郭ＳＰのための空間を作るような削減されたネジ側面部２１
ｃを備える。さらに、雄ネジ２０及び／又はネジ歯２１は、丸められたネジ歯山頂部及び
丸められたネジ谷底部を備える。第１のネジ側面内角α１及び第２のネジ側面内角α２は
側面全体の内角αｇｅｓ（αｔｏｔａｌ）を形成する。
【０１１９】
　第１のネジ側面部２１ａは、ネジ谷底部とネジ側面山頂部との間の（直線で構成された
）部分に関し、一方、第２のネジ側面部２１ｂは、ネジ谷底部と削減されたネジ側面部２
１との間の（直線で構成された）部分に関する（図２も参照のこと）。
【０１２０】
　雌ネジ６０のネジ歯６１は、第１のネジ側面内角α１を有する第１のネジ側面部６１ａ
、第２のネジ側面内角α２を有する第２のネジ側面部６１ｂ、及び、塗膜システム部品Ｂ
Ｂの誤った又は相性の悪い取り付けを防ぐための固定用の輪郭ＳＰを備える。さらに、雌
ネジ６０及び／又はネジ歯６１は、丸められたネジ歯山頂部及び丸められたネジ谷底部及
び／又は丸められた汚れ受け口ＳＡを備える。
【０１２１】
　ネジ歯２１及び６１は、それぞれ、丸められたネジ歯山頂部で図示されているが、平坦
なネジ歯山頂部を有していてもよい。
【０１２２】
　削減されたネジ側面部２１ｃは、ネジ歯２１のネジ歯山頂部と第２のネジ側面部２１ｂ
との間に配置されている。特に、削減されたネジ側面部２１ｃは、第２のネジ側面部２１
ｂから分岐し、ネジ歯２１のネジ歯山頂部に直線状に延び、これにより、ネジ歯２１及び
／又は第２のネジ側面部２１ｂの側面の面取りされた削減部が実現される。削減されたネ
ジ側面部２１ｃは第３のネジ側面内角α３を備える。
【０１２３】
　固定用の輪郭ＳＰはネジ谷底部及び／又は汚れ受け口ＳＡと第２のネジ側面部６１ｂと
の間に配置されている。固定用の輪郭ＳＰは、第２のネジ側面部６１ｂから分岐し、ネジ
谷底部及び／又は汚れ受け口ＳＡに延び、そして、雌ネジ６０のネジ段部内に突出して相
性の悪い塗膜システム部品の阻止部又は抵抗部をなすような突出部を形成する。図１に示
すように、削減されたネジ側面部２１ｃは、塗膜システム部品ＢＢを塗膜システム装置Ｂ
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Ｖに適切に取り付けるための固定用の輪郭ＳＰの空間及び／又は余地を作るように削減さ
れている。嵌合しない塗膜システム部品ＢＢは、塗膜システム装置ＢＶと相性が悪く、且
つ、塗膜システム装置ＢＶ自身又は塗膜対象の部品に損傷を与えかねないものの、固定用
の輪郭ＳＰのおかげで、適切に挿入することは不可能となっている。
【０１２４】
　ネジ歯２１、６１は軸方向に対象ではないように設計される。本例示的実施形態では、
ネジ歯２１、６１は、両側面の丸められたネジ谷底部と丸められたネジ歯山頂部とを有す
る非二等辺三角形の形状で示されている。特に、ネジ歯２１は基準直線Ａ１に対して軸方
向に対象ではなく、該基準直線Ａ１は、雄ネジ２０及び／又は実装ソケット１０の中心軸
から、第１及び第２のネジ側面部２１ａ、２１ｂ、及び／又は、６１ａ、６１ｂの仮想延
長線ＦＧ１及びＦＧ２により形成される仮想交点Ｓに対して垂直に延びる。同様に、ネジ
歯６１は基準直線Ａ１’に対して軸方向に対象ではなく、該基準直線Ａ１は、雌ネジ６０
及び／又は実装ソケット受け口５０の中心軸から、第１及び第２のネジ側面部２１ａ、２
１ｂ、及び／又は、６１ａ、６１ｂの仮想延長線ＦＧ１及びＦＧ２により形成される仮想
交点Ｓ’に対して垂直に延びる。
【０１２５】
　雄ネジ２０の第１のネジ側面部２１ａは、雌ネジ６０（及び／又は雌ネジ６０の第１の
ネジ側面部６１ａ）と固定の間に接触する軸受表面（固定表面）を形成し、一方、雄ネジ
２０の第２のネジ側面部２１ｂは、雌ネジ６０（及び／又は雌ネジ６０の第２のネジ側面
部６１）と開放中に接触する軸受表面（解放表面）を形成する。図１に示すように、固定
表面は実質的にネジ谷底部とネジ側面山頂部との間の（直線で構成された）部分により画
定され、一方、解放表面は実質的にネジ谷底部と削減されたネジ側面部との間の（直線で
構成された）部分により画定される。好ましくは、固定表面対開放表面の比率は、約０．
５から６の間であり、例えば、約０．７５から１．７５の間である。特に、固定表面対解
放表面の比率は、第１のネジ側面部２１ａにより形成される表面対第２のネジ側面部２１
ｂにより形成される表面の比率に実質的に一致する。同様に、第１のネジ側面部２１ａ対
第２のネジ側面部２１ｂの比率もまた、約０．５から６の間であり、好ましくは、約０．
７５から１．７５の間である。
【０１２６】
　ネジ側面内角α１、α２及びα３は、上記の基準直線Ａ１及び／又はＡ１’に対して測
定される。ネジ側面内角α１、α２及びα３は、『内向きに』測定され、これにより、９
０°未満であるような鋭角である。
【０１２７】
　図２は、図１の雄ネジ２０のネジ歯２１の詳細図を示す。特に、第１のネジ側面部２１
ａ、第２のネジ側面部２１ｂ、及び、削減されたネジ側面部２１ｃにおいて、ネジ側面内
角α１、α２及びα３が交点Ｓと雄ネジ２０の中心軸との間の基準直線Ａ１に対して測定
されることを示す。
【０１２８】
　ネジ歯２１は、ネジ歯深さｈ１及び対応するネジ半径（ネジ外部半径）ｒ１を有する。
ネジ歯２１の対応するネジ半径ｒ１は、雄ネジ２０の中心軸からネジ歯２１のネジ歯山頂
部（及び／又はその先端）に対して垂直に延び、一方、ネジ歯深さｈ１は、ネジ歯２１の
隣接するネジ谷底部（及び／又はその先端）から（雄ネジ２０の中心軸に対して半径方向
に及び／又は垂直に）延びる。
【０１２９】
　図３は、図１の雌ネジ６０のネジ歯６１の詳細図を示す。特に、第１のネジ側面部６１
ａ、第２のネジ側面部６１ｂ、及び、固定用の輪郭ＳＰにおいて、ネジ側面内角α１及び
α２が交点Ｓ’と雌ネジ６０の中心軸との間の基準直線Ａ１’に対して測定されることを
示す。
【０１３０】
　ネジ歯６１は、ネジ歯深さｈ２及び対応するネジ半径（ネジ外部半径）ｒ２を有する。
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ネジ歯６１の対応するネジ半径ｒ２は、雌ネジ６０の中心軸からネジ谷底部及び／又は汚
れ受け口（及び／又はその先端）に対して垂直に延び、一方、ネジ歯深さｈ２は、ネジ谷
底部及び／又は汚れ受け口（及び／又はその先端）からネジ歯６１のネジ歯山頂部へ（ネ
ジ歯６０の中心軸に対して半径方向に及び／又は垂直に）延びる。
【０１３１】
　別の実施形態では、保持手段ネジは雄ネジであってもよく、また、保持部材ネジは雌ネ
ジであってもよい。
【０１３２】
　以下では、塗膜剤弁を塗膜剤システム部品の例として説明する。しかし、以下の説明は
、加工対象物の塗膜に用いることができる任意の弁又は塗膜システム部品に準用できる。
【０１３３】
　図４は、塗膜剤の出力に影響を与えるために設けられた、弁であってもよい、塗膜剤装
置及び／又は塗膜システム部品を示す。塗膜剤装置は、該塗膜剤装置を差込可能に保持す
るための差込可能な実装ソケット１０１を備える。差込可能な実装ソケット１０１は、例
えば、塗膜剤装置の筐体１０３に接続されている。
【０１３４】
　差込可能な実装ソケットには、固定用突起を受け入れるための追加の固定用溝１０７を
有する螺旋状溝１０５が設けられている。塗膜剤装置は、さらに、差込可能な実装ソケッ
ト１０１により少なくとも部分的に囲まれているニードル弁１０９を出力側に備える。こ
のとき、該実装ソケット１０１は、シーリングリングのため溝１１１を設けられてもよい
。
【０１３５】
　図５は、図４の塗膜剤装置の差込可能な実装ソケット１０１を受け入れるための実装ソ
ケット受け口及び／又は受け入れスリーブ２０１を有する対応する塗膜装置及び／又は塗
膜システム装置の筐体を示す。バネリング２０５を有してもよい溝２０３が受け入れスリ
ーブ２０１に形成されている。バネリング２０５は、図４の螺旋状溝１０５を受け入れる
ために設けられている。
【０１３６】
　図６は、弾性要素からなり、例えば、少なくとも部分的に円形に曲がり、且つ、バネリ
ング２０５と一致してもよいバネリングを示す。バネリングは、その内側に、図４の固定
用溝１０７と嵌合する少なくとも１つ又は２つの切り欠きのある固定用突起３０１と、組
み立て及び取り付け用ペグ３０３とをそれぞれ備える。
【０１３７】
　図７は、図４の塗膜剤装置と図５の塗膜装置との接続を示す。図７に示すように、弾性
を有すバネリング２０５の固定用突起３０１は固定用溝１０７に嵌合する。
【０１３８】
　図４の塗膜剤装置は１つ又は２つの螺旋状の溝１０７を有してもよい。取り付け用ペグ
３０３と組み込まれた固定用突起３０１とを有するバネリング２０５は、挿入中に取り付
け用ペグ３０３が螺旋状の溝に嵌合するよう、図５の受け入れスリーブ内の溝２０３に挿
入される。このとき、差込可能な実装ソケット１０１は、スリーブ部２０１に導入され、
ねじれ止めのために例えば６５°回転される。塗膜剤装置を取り外す際は、反対に回転さ
れ引き抜かれる。こうして、直接固定要素を用いることが可能となる。さらに、バネリン
グ２０５と筐体との間に大きな軸受表面を実現することができる。バネリング２０５は、
さらに、簡便に換装することができる。さらに、図５の塗膜装置の筐体の外形は単純なも
のとなる。
【０１３９】
　図８は、筐体５０１と差込可能な実装ソケット５０３を有する、例えば、塗膜剤弁など
の、塗膜剤装置及び／又は塗膜システム部品を示す。２つの保持ピン５０５及び５０７が
、差込可能な実装ソケット５０３に、例えば、弁用受け口に、実装ソケットの横断面を横
切るように埋め込まれている。保持ピン５０５及び５０７は、外に導かれている末端５０
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９を有しており、これらにより保持部材（保持要素）が形成されている。塗膜剤装置は、
さらに、放出側に配置されているニードル弁５１１を備える。ニードル弁を例えば圧縮空
気などで駆動するための制御入力５１３が入力側に設けられている。
【０１４０】
　図９は、図８の塗膜剤装置の差込可能な実装ソケット５０３を受け入れるための実装ソ
ケット受け口及び／又は受け入れスリーブ６０１を有する例えば空気噴霧器又は色切替器
などの塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の筐体を示す。受け入れスリーブ６０１は、
保持要素５０９をその中に誘導することのできる軸方向の窪み６０３を備える。さらに、
例えば、円周状の窪み６０５がねじれ止めのために設けられている。
【０１４１】
　図１０は、挿入された状態の図８の塗膜剤装置を示す。
【０１４２】
　図１１Ａ及び１１Ｂは、例えば軸方向の溝により形成されるなどしてもよい軸方向の窪
み６０３を有する受け入れスリーブ６０１の平面図を示す。保持ビーズ８０３が設けられ
ている角度付きの腕を有するバネリング８０１が、受け入れスリーブにも配置されている
。図１１Ｂに示すように、保持ビーズ８０３は、ねじれ止めのために軸方向の窪み６０３
にラッチする。図８の塗膜剤装置を挿入する際、その実装ソケット５０３は、受け入れス
リーブ６０１に挿入され、ねじれ止めがラッチするまで、例えば、９０°回転される。塗
膜剤装置が反対に回転されると自動的にアンラッチし、９０°回転した後塗膜剤装置は再
び引き出すことができる。これによるさらなる利点は、ねじれ止めのラッチにより弁の位
置を目で見て判断することができることである。
【０１４３】
　図１２は、例えば標準的なピンから構成される２つの保持ピン９０５が異なる横断面上
に配置され、筐体９０１及び差込可能な実装ソケット９０３を有する塗膜剤装置及び／又
は塗膜システム部品を示す。塗膜剤装置は、さらに、放出側にニードル弁９０９を備える
。
【０１４４】
　保持ピン９０５及び９０７は、保持要素として外に導かれている末端部を有する。
【０１４５】
　図１３は、例えば軸方向の溝などの軸方向の窪み１００３が４つ配置されている受け入
れスリーブ１００１を有する塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の筐体を示す。さらに
、２つの円周状の溝１００５及び１００７が、例えば、約２７０°の角度で回転を止める
ように、溝を削り出されている。
【０１４６】
　図１４は、挿入された状態の図１２の塗膜剤装置を示す。挿入する際、差込可能な実装
ソケット９０３は、スリーブ部１００１内に挿入され、ねじれ止めがラッチするまで、例
えば、９０°になって止まるまで、回転される。塗膜剤装置を取り外す際は、塗膜剤装置
が反対に９０°回転されるとねじれ止めはアンラッチし、塗膜剤装置を引き出すことがで
きる。これによるさらなる利点は、特に、ねじれ止めが画定されており、ねじれ止めのラ
ッチにより弁の位置を目で見て判断することができることである。
【０１４７】
　図１５は、例えば規格品であってもよい３つのボールピン１２０５などをその壁面に横
断面を横切るように設けられ、筐体１２１０及び差込可能な実装ソケット１２０３を有す
る、例えば、塗膜剤弁などの、塗膜剤装置及び／又は塗膜システム部品を示す。ボールピ
ン１２０５は、その突起がねじれ止めのための保持要素を形成し得るように、少なくとも
部分的に実装ソケット１２０３内に埋め込まれてもよい。
【０１４８】
　図１６は、図１５の実装ソケット１２０３を受け入れるための受け入れスリーブ１３０
１を有する塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の筐体を示す。受け入れスリーブ１３０
１は、それぞれのピッチが１０％でリフトが１ｍｍであってもよい複数の、例えば、３つ
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の、螺旋状の溝１３０５を設けられている。螺旋状の溝１３０５は、例えば、削り出しに
より設けられている。ボールピン２０５は、また、複数のピンから構成されてもよい。こ
れらは、さらに、弁筐体からペグとして直接削り出されてもよい。螺旋状の溝１３０５は
、単純な筐体の外形でありながら高い固定力を可能とし、安全な接続を提供するという利
点を有している。
【０１４９】
　図１７は、挿入された状態の図１５の塗膜剤装置を示す。挿入する際、その差込可能な
実装ソケット１２０３は、受け入れスリーブ１３０１内に挿入され、例えば、６０°にな
って止まるまで、回転される。この場合、ねじれ止めは、摩擦ロックのニードルシールの
張力により成立する。塗膜剤装置を取り外す際は、反対に回転され引き抜かれる。
【０１５０】
　図１８は、１．５ｍｍの、且つ、例えば１８０°のうち２０°の締め付けるための勾配
が削り出されていてもよいペグ部分１５０５を備え、弁筐体１５０１及び差込可能な実装
ソケット１５０３を有する、例えば、弁などの、塗膜剤装置及び／又は塗膜システム部品
を示す。ここで、ペグ部分は実装ソケット１５０３の外部表面の約１８０°に広がる。
【０１５１】
　図１９は、図１８の実装ソケット１５０３を受け入れるための受け入れスリーブ１６０
１を有する塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の筐体を示す。受け入れスリーブ１６０
１は、例えば１６０°に広がるなどする保持用張り出し１６０３を設けられている。
【０１５２】
　図２０Ａから２０Ｄは、受け入れスリーブ１６０１への図１５の実装ソケット１５０３
の取り付けを示す。図２０Ａは、挿入されたが回転されていない状態の実装ソケット１５
０３を示す。図２０Ｂから２０Ｄは、回転して固定された状態の取り付けを示す。
【０１５３】
　図２１は、軸方向平坦部１８０５を有するネジ１８０４に部分的に囲まれている、弁筐
体１８０１及び差込可能な実装ソケット１８０３を有する、例えば、弁などの、塗膜剤装
置及び／又は塗装システム部品を示す。平坦部１８０５は、対称に削り出された空隙であ
ってもよく、これにより、実装ソケットは、『鍵穴』式に受け入れスリーブに挿入され、
そして、ねじれ止めのために、該空隙内に回し込まれてもよい。実装ソケット１８０３は
、さらに、受け入れスリーブ内にそれを挿入する位置決めするための任意の位置決めピン
１８０６を設けられている。設けられる軸方向平坦部１８０５が唯一つであってもよい。
【０１５４】
　図２２は、実装ソケット１８０３を受け入れるための受け入れスリーブ１９０１を有す
る塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の筐体を示す。受け入れスリーブ１９０１は、例
えば、細長く、そして、実装ソケットのネジ部を受け入れるための側面ネジ部分１９０３
を備える。受け入れスリーブは、さらに、任意で、漏出孔１９０５を設けられている。図
２２の受け入れスリーブ１９０１は、ネジ１８０４を受け入れるための対称に配置されて
いるネジ用窪みを有する。これらは、しかし、非対称に配置されてもよい。
【０１５５】
　図２２Ａ、２２Ｂ、及び、２２Ｃは、受け入れスリーブ１９０１内の実装ソケット１８
０３のねじれ止めを示す。図２２Ｂ及び２２Ｃは、回転して固定された状態を示す。
【０１５６】
　実装ソケットのネジ１８０４は、２つの側に、例えば、対称又は非対称に、刻まれてい
るＭ１４ｘ１．５ネジであってもよい。これに応じて、受け入れスリーブ１９０１は２つ
の側に窪んでいる。半径方向のピン１８０６は、例えば、位置決めをはっきりとさせるた
めに機能し得、端面にシーリングリングが漏出を封止するため溝１８０７内に設けられ得
る。挿入の際、実装ソケット１８０３は、受け入れスリーブ１３０１内に挿入され、例え
ば、９０°から１１０°回転される。ねじれ止めは、ニードルシールの摩擦固定張力によ
り成立する。塗膜剤装置を取り外す際は、反対に回転され引き抜かれる。
【０１５７】
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　図２３Ａは、軸方向に刻まれた空隙２００７により非対称に分離され、非対称に配置さ
れ、且つ、軸方向に伸びているネジ部２００５を有する、筐体２００１及び差込可能な実
装ソケット２００３を備える、例えば、弁などの、塗膜剤装置及び／又は塗膜システム部
品を示す。実装ソケット２００３は、さらに、漏出孔２００９及びシーリングリングのた
めの溝２０１１を備える。実装ソケット２１０３のシリンダに配置されてもよいニードル
弁は、図示していない。
【０１５８】
　図２３Ｂは、非対称に配置されているネジ部分２００４を有する非対称に形成された受
け入れスリーブ２００２を備える、例えば噴霧器や色切替器などのためのそれらに応じた
塗膜装置及び／又は塗膜システム装置の筐体の外形を示す。
【０１５９】
　図２３Ｃから２３Ｅは、挿入された状態の図２３Ａの塗膜剤装置を示す。図２３Ｃは、
挿入された状態を、図２３Ｄから２３Ｅは、ねじれ止めを示す。
【０１６０】
　ネジ２００５は、例えば、２つの側に３０°に非対称に刻まれてもよく、同様に、受け
入れスリーブ２００２内にも同じネジを設け２つの側に埋め込むことができる。受け入れ
スリーブ２００２内での実装ソケット２００３の位置決めをはっきりとさせることは、『
鍵穴』式に非対称な表面により実現することができる。ねじれ止めは、ニードルシールの
摩擦張力により成立する。塗膜剤装置を挿入する際は、例えば、７５°回転され、それに
より、ねじれ止めされる。塗膜剤装置を取り外す際は、反対に回転され引き抜かれる。こ
のことの利点は、特に、位置決めが楔形により目で見て分かるように行うことができ、位
置決め用のピンが不要である点にある。
【０１６１】
　図２４は、図１において、ネジ歯６１を有する雌ネジ６０に配置され及び／又はねじ込
まれているネジ歯２１を有する雄ネジ２０の模式的軸方向断面図を特に示す。雄ネジ２０
は実装ソケット１０に設けられており、一方、雌ネジ６０は実装ソケット受け口５０に設
けられている。図１に示すように、符号ＺＡは、雄ネジ２０及び／又は実装ソケット１０
の中心軸（ネジ軸）を示しており、一方、符号ＺＡ’は、同軸上に配置されている、雌ネ
ジ６０及び／又は実装ソケット受け口５０の中心軸（ネジ軸）を示す。
【０１６２】
　さらに、図２４では、ネジ歯２１及び／又は雄ネジ２０のネジ歯深さｈ１及びネジ半径
ｒ１も図示されている。ネジ半径ｒ１は、中心軸ＺＡからネジ歯２１のネジ歯山頂部に対
して垂直に延び、一方、ネジ歯深さｈ１は、ネジ歯２１及び／又は雄ネジ２０のネジ谷底
部からネジ歯２１のネジ歯山頂部（及び／又はその先端）へ（半径方向に及び／又は中心
軸ＺＡに垂直に）延びる。
【０１６３】
　また、図２４では、ネジ歯６１及び／又は雌ネジ６０のネジ歯深さｈ２及びネジ半径ｒ
２も図示されている。ネジ半径ｒ２は、中心軸ＺＡ’からネジ歯６１及び／又は雌ネジ６
０のネジ谷底部（及び／又は汚れ受け口）に対して垂直に延び、一方、ネジ歯深さｈ２は
、ネジ歯６１及び／又は雌ネジ６０のネジ谷底部（及び／又は汚れ受け口）からネジ歯６
１のネジ歯山頂部へ（半径方向及び／又は中心軸ＺＡ’に垂直に）延びる。
【０１６４】
　実装ソケット１０、雄ネジ２０、及び、ネジ歯２１は、塗膜システム部品ＢＢ上に設け
られており（なお、図１から２４では、塗膜システム部品ＢＢの一部のみが図示されてい
る）、一方、実装ソケット受け口５０、雌ネジ６０、及び、ネジ歯６１は、塗膜システム
装置ＢＶ上に設けられている（なお、図１から２４では、塗膜システム装置ＢＶの一部の
みが図示されている）。塗膜システム部品ＢＢは、好ましくは、弁又はベルカップであり
、一方、塗膜システム装置ＢＶは、好ましくは、色切替器、中空のベルカップシャフト又
は一般的に噴霧器及び／又は噴霧器部品である。
【０１６５】
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　図中で示した塗膜剤装置及び／又は塗膜システム部品は、例えば、形状の一致や摩擦接
合などにより、戻り締めであっても、及び／又は、ねじれ止めされていてもよい。上記塗
膜剤装置の特徴は、さらに、個々が又は一群が互いに組み合わされ、その結果、さらに有
利な実施形態を実現し得る。
【０１６６】
　本発明は、上記の好ましい例示的実施形態に限定されるものではない。むしろ、本発明
の概念を用いて、保護範囲に含まれるような種々の変形例及び修正例が可能である。例え
ば、独立請求項の特徴なしで下位請求項の特徴を組み合わせることも可能である。

【図１】 【図２】

【図３】
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